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1.は じめに

近年、傷病野生鳥獣救護iに対する関心が急速に

高 まりつつある。北海道内でも 「野生動物の傷病

と救護」というシンポジウムの開催(ワ イル ドラ

イフ ・レポー ト,1988)や 、北海道大学獣医学部

での傷病野生鳥獣の受け入れ開始(北 海道新聞,

1988)な ど、い くつかの動 きが報告 されている。

傷病野生鳥獣救護にあたっては、応急処置法や

治療法、飼育法など臨床獣医学的技術 もさること

ながら、回復後のリハビリテーションお よび放逐

方法についても十分に考慮 されなければならない。

放逐後の鳥獣が生態系の一員として生活 していけ

なければ、せ っか くの救護iも単なる自己満足に終

わって しまうからである。また、とくに中 ・大型

哺乳類に関しては、人慣れ した動物が人身や農作

物 に対 し被害を与える可能性 も考え、予防的対策

を講 じる必要もある。

本稿は、知床博物館で保護 し飼育していたエゾ

シカの、放逐およびその後のラジオ ・テレメ トリ
ー法による追跡の記録である。1例 報告であ り、

反省すべ き点も多いが、日本において大型哺乳類

の放逐に関する詳細な報告は少なく、傷病野生鳥

獣救護 と放逐方法を考える上で重要 な問題点 を具

現 した場面 もあったので、ここに報告 したいと思

う。

島 カ ム イ ワ ッカ付 近 の 林 中 で 動 けず に い た とこ ろ

を保 護 され た オ ス の 個 体 で あ る。 収 容 時 の 体 重 は

5.5kgで 、 出生 後 間 もな い もの と考 え られ た。 外

傷 は な か っ た が 衰 弱 して お り、 立 ち 上 が る こ とは

で きな か っ た 。

収 容 か ら6月 末 まで は 人 用 の 粉 ミル ク(雪 印 ネ

オ ミル クLu)を 一 日1200m2前 後 与 え られ 、 ビ タ ミ

ン剤 お よ び整 腸 剤 も適 宜 投 与 さ れ た 。 そ の後 、7

月29日 まで は 配 合 飼 料(全 農 くみ あ い 配 合 飼 料 サ

ン フ レ ー ク)、 青 草 等 も与 え られ 、 ミル ク の 量 は

徐 々 に減 ら され た 。 体 重 は 、6月18日 に は7。Okg、

7月19日 に は11.5kgと 増 加 した。7月30日(収 容

後51日 目)に 、 そ れ ま で の 屋 内飼 育 ケ ー ジ か ら野

外 放 飼 場 に 移 され 、 放 逐 まで の 間 、 乾 草 、 配 合 飼

料 、 残 菜 で飼 育 さ れ た 。

野 外 放 飼 場 は 面 積900㎡ で 、 高 さ2.5mの 金 網

で 囲 ま れ て い る。 放 飼 場 の60%は 樹 齢40年 程 度 の

カ ラマ ツ林 と な っ て お り、 場 内 に は 面 積6.6㎡ の

表1放 逐 シカの外部計測値(長 さは直線距離)

計測項 目 計測値

2.放 逐 した エ ゾ シ カ に つ い て

放 逐 した エ ゾ シ カ は 、1986年6月9日 、知 床 半

体 重

体 長(肩 端 よ り啓 部 後 端 まで)

体 高(署 甲 よ り前 肢 端 まで)

胸 囲(前 肢 直後 部 分)

胴 囲(後 肢 直前 部 分)

後 足 長(飛 節 端 よ り蹄 尖 まで)

尾 長(背 側 面)

65.Okg

96.Ocm

94.Ocm

93.Ocm

85.Ocm

50.Ocm

15.Ocm
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屋翻 海浜・海岸段丘地域[囮 森林地域

Eヨ2次 植生地域 圏 高山・亜高山地域

■7月2日 放逐地点

囮7月2日 か ら9月23日 にかけて シカの位 置が記録 された範 囲

●10月9日 および11月9日 の シカの位 置

図1幌 別 ・岩尾別地区の環境区分(大 泰司 ら,1988)と 放逐 したエゾシカの位置

避難舎 も併設されている。

放飼場には放逐 した個体のほか、1981年 釧路市

動物園生 まれの成獣メス2頭 、1984年 に保護 され

た成獣メス1頭 、1987年7月 に当歳で保護 された.

オス1頭 の、計4頭 が飼育されていた。

放逐直前に行った外部計測の結果は表1に まと

めてある。

3.放 逐地点について

放逐地点 を図1お よび図2に 示す。この地点は知

床国立公園岩尾別地区の海岸断崖上部に広がる草

原である。南側 を道道知床公園線が通っているが、
一般観光客の利用は2kmほ ど先の知床五湖周辺に

限られてお り、放逐地点周辺への人の立ち入 りは

見られない。岩尾別地区一帯には原野化 した開拓

放棄地が広がっているが、現在農耕は行われてい

ない。また、知床鳥獣保護区内であることから狩

猟も禁止 されている。

放逐地点の環境は、ススキ、クマイザサ、エゾ

ヨモギなどからなる、ほぼ平坦な草原である。草

原はミズナラや トドマッを主 とする天然林や、ケ

ヤマハ ンノキ、シラカンバなどからなる二次林で

囲まれている。海岸線は切 り立った崖で、崖 と草

地との境界部には、狭い裸地が線状に続いている。

この裸地には足跡や食痕などの痕跡が多 くみられ

ることから、頻繁にエゾシカに利用されているも

の と考えられる。

以上のような環境からこの地点は、
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1)人 間生活との接触が少ないこと。

2)採 食場所や悪天候時の避難 場所など、エゾシ

カの生活に必要 と考 えられる環境が整っている

こと。

3)野 生のエゾシカとの接触の機会が多いと考え

られること。

とい う条件 を満たし、放逐に適当と考えられた。

4.放 逐の経過

放逐は、1988年7月2日 に行われた。天候は作

業終了まで快晴が続 き、風 もほとんど吹かなかっ

た。

放逐に先立ち、飼育 していた知床博物館 におい

て、麻酔下で外部計測、採血、精巣の生検材料採

取、ラジオ ・テレメ トリー発信機およびイヤタグ

の装着 を行った。採血と精巣の生検材料採取は繁

殖学的研究に供するためのものである。

放逐場所までは、大型四輪駆動車の荷台で麻酔

下にて輸送 した。輸送車には ドライバーの他に、

助手席で記録 と薬品類の用意 をするもの1名 、荷

台でエゾシカに付 き添い、保定と応急処置に当た

る者2名(う ち1名 は獣医師)の 、計4名 が乗務

した。

以下に放逐作業の経過を列記する。秒の単位が

記入 されていない部分は、その記録のないもので

ある。なお使用 した薬品の詳細については、表2

にまとめてある。

10:28'50"博 物 館 放 飼 場 に て 、 注 射 用 セ ラ ク タ

ー ル(以 下 セ ラ ク ター ル とす る)2認

(キ シ ラ ジ ン と して100mg)を 、 吹 き

36'55"

37'45"

38'00"

41'50"

44'35"

47'05"

48'

矢 で投 与 。 命 中後 、 矢 の脱 落 が 早 か

っ た た め 、 一 部 の 薬 液 が 体 外 に もれ

る の を確 認 。

鎮 静 後 、 も れ た分 を考 慮 しセ ラ ク タ

ー ル1m2(キ シ ラ ジ ン と して50mg)

を筋 肉 内 注 射(以 下 筋 注 とす る)。

座 り込 み 、 頭 あ 下 が る。

硫 酸 ア トロ ピ ン1.5m2を 頚 静 脈 よ り

静 脈 内 注 射(以 下 静 注 とす る)。

ケ タ ラー ル10(以 下 ケ タ ラ ー ル とす

る)を6m2(ケ タ ミ ン と して60mg)

頚 静 脈 よ り静 注 。

麻 酔 導 入 を確 認 。

不 整 脈 を認 め た た め 、 イ ノ シ ン4m2

を頚 静 脈 よ り静 注 。

リケ プ ロマ イ シ ン を点 眼 。

55'50"頚 静脈より10認採血。採血後、精巣

生検材料採取。発信機、イヤタグの

装着 も同時進行で行う。

11:06'15"

07'25"

10'

14'

23'

24'

28'

34'05"

37'35"

精 巣 生 検 材 料 採 取 終 了 。

マ イ シ リ ンゾ ル6m2筋 注 。

体 温38.7度 。

体 温38.9度 。 輸 送 車 へ の 積 み 込 み 作

業 開 始 。

体 温38.5度 。

博 物 館 出 発 。

体 温38.2度 。

輸 送 中 のセ ラ ク ター ル注 射 に備 え て 、

硫 酸 ア トロ ピ ン1m2筋 注 。

覚 醒 の 兆 候 が 見 ら れ た た め 、 セ ラ ク

ター ル0.4m2(キ シ ラ ジ ン と して20

表2使 用 した薬品類

商品名 メ ー カ ー 効能等

注 射 用 セ ラ ク ター ル バ イ エ ル社

ケ タ ラ ー ル10

硫 酸 ア トロ ピ ン

イ ノ シ ン注

リケ プ ロマ イ シ ン

マ イ シ リ ン ゾ ル

トラ ゾ リ ン

三共株式会社

田辺製薬株式会社

日本全薬工業株式会社

理研畜産化薬株式会社

田村製薬株式会社

シグマ社

鎮 静 ・鎮 痛 ・筋 弛 緩 剤 。 キ シ ラ

ジ ン を含 有 。

全 身 麻 酔 剤 。 ケ タ ミ ン を含 有 。

麻 酔 前 投 与 剤 。 流 誕 、 不 整 脈 の

防 止 。

弓蚕・已・斉1」o

乳 房 炎 治療 薬 。 今 回 は 目 の乾 燥

と感 染 防 止 の た め に使 用 。

抗 生 物 質 。

キ シ ラ ジ ンの 拮 抗 剤 。 生 理 食 塩

水1m2あ た り粉 末20mgを 溶 か し

2%溶 液 と した もの を使 用 。
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道路
O放 逐地点
● 電波 の方探お よび目撃 によ り記録 された シカの位 置

㎜ 皿 電波の方探 に よ り推定 されたシカの存在範囲
o廃 屋

図21988年7月2日 か ら9月23日 に お け る放 逐 ジ カの 位 置

Ω
U

4

つ
」

4

47'

59'

12:06'

20'30"

25'

51'30"

55'50"

13:00'00"

mg)筋 注。

体温38.3度 。

鳴 き声 を発する。泡立つ ような音が

聞こえたことから唾液の逆流が考え

られ、誤嚥を防 ぐため頭部 を下げる。

鳴 き声 を発する。異音は改善される。

四肢を動かす。

鳴 き声 を発する。

セラクタール0.4m2(キ シラジンと

して20mg)筋 注。

放逐地点に到着。ただちに輸送車 よ

り降ろす。 日差 しを遮るためビニー

ルシー トを張 り、その下に安置。

2%ト ラゾリン溶液5m2(ト ラゾリ

ンとして100mg)を 頚静脈より静注。

日差 しと高温を考慮 し、熱射病の予

防 として反回足根静脈(一 般的には

サフェナ静脈 と呼ばれる)よ り乳酸

リンゲル液の静注を開始。

動き始めたため乳酸 リンゲル液投与

を中止。総投与量は50m2。 リケプロ

マ イ シ ン を点 眼 。

05'お くび(げ っ ぷ)を 出す 。

15'20"頭 を 上 げ る。

15130"立 ち 上 が り、 歩 行 開 始 。

20'00"草 を 食 べ 始 め る 。

麻酔の影響によると思われるが、放逐の後シカ

は、す ぐに移動することはな く周辺を歩 き回って

いた(写 真1)。

5.放 逐後の追跡 と観察の結果

放逐後の追跡は、装着 した発信機からの電波を、

携帯用3エ レ八木アンテナを装着 した受信機で受

信 し方探する、ラジオ・テレメ トリー法によった。

その方法は次の通 りである。

アンテナを水平方向に回転 させて信号が最 も強

く入る角度域を求め、その中心線 を電波が来る方

向として地図上に記入 した。原則 として3地 点の

間をなるべ く早 く移動 してこの作業を行い、地図

上の線の交点あるいは線により囲まれた多角形を

シカのいる位置あるいはその範囲 として記録 した。
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写真2 人 と遭 遇 した 放 逐 ジカ

(1988年8月10日)

写真1 放 逐 直 後 の エ ゾ シ カ

(1988年7月2日)

写真3角 が伸びてきた放逐ジカ

(1988年8月16日)
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方探は、放逐後5日 間は毎日、それ以後は1週 間

に1度 の割合で行った。なおラジオ ・テレメ トリ

ー法によらず直接 目撃 した場合 も、その位置を記

録 した。これらの記録を、図1お よび図2に 示す。

図1に 示す ように、放逐翌 日の7月3日 から9

月23日 までは、海岸 より山側の岩尾別台地上に定

着 しあまり広範囲の移動 はしなかった。目撃 され

た時には、国道近 くの草地や小さな木立の中で採

食 していることが多 く、廃屋近 くの一定の場所で

休息 しているところも何度が観察 された(図2)。

これらの地域は草原か、2次 林がモザイク状に分

布する開拓跡地であった。

7月5日 にはメスらしき野生シカと一緒にいる

ところが確認されたが、以後そのような観察はさ

れていない。

観光客と放逐シカとの接近も何例か観察された。

多 くは観光客が車窓や車近 くから写真を撮る程度

であったが、10m程 度に近づいた場合で もあまり

逃げなかった(写 真2)。 しかし、シカの方から

観光客に近寄 って きたり、攻撃をしかけて くるよ

うな場面は目撃されず、町役場等にもその ような

報告は寄せ られなかった。

最後の 目撃は9月15日 であったが、体格は良 く

角も放逐時に比べ伸びていた(写 真3)。 また、

発信機やイヤタグの脱落もなかった。

9月24日 以後、岩尾別台地上での電波入感が途

絶えた。そこで通常 より広範囲で方探 を行ったが

発見で きず、10月9日 になってイタシュベッ川流

域で電波入感を得ることができた(図1)。 した

がって、9月24日 以後の移動は急速に行われたも

のと考えられる。シカがいると考えられたイタシ

ュベッ川流域は針広混交林で、11月9日 の時点で

も大きな移動は していなかった。

6.ま とめ

シカ類の麻酔には、サ クシニルコリンを繁用 し

ている動物園が多い。サ クシニルコリンはシカの

感受性が高 く、薬用量が少 なくてする長所(瀧 澤

ら,1979)も あるが、呼吸抑制を起こすことが多

いため酸素吸入器などの準備が必要 とされる(増

井 ら,1968)。 今回はこのような器具 を用意する

ことがで きなかったので、キシラジンーケタミン

混合麻酔法を用いた。この麻酔法は安全域が広 く

拮抗薬(ト ラゾリン)も あることから著者 らは繁

用 してお り、今回も特に問題点は見られなかった。

ただし、これまでの経験上、軽度 の不整脈 と呼吸

抑制の発生が多いので、これに対処する準備は整

えてお くべ きであろう。なお今回は、通常なら5

分ない し10分で立ち上がる量の トラゾリンを投与

したにもかかわらず、効果発現に若干時間がかか

った。これは、輸送にあた り行ったセラクタール

の追加注射の結果と考えられる。

また、今回は作業時間が真昼にあた り、シカが

直射日光にさらされる場合が多 く、体温 も39度近

くまで上昇 した。天候を考慮 して、早朝に作業を

すべきであった。

放逐後、体格の減衰は見 られず角も順調に伸び

ていたことから、野外での採食は抵抗なく始めら

れたと考えられる。同様のことは米田ら(1987)

も報告 してお り、エゾシカに関する限 り、保護下

の食料か ら野外の食料への転換は比較的順調に行

われるものと思われる。

放逐シカの9月24日 以後の急速な移動には、野

生 シカとの社会的な関係が関与 していたかもしれ

ない。奈良公園のニホンシカでは、発情期にオス

間の社会的相互行動が増加 し、そしてこの相互行

動 に際 し小型の若い個体は逃避行動 をとる場合が

多い(三 浦,1980)。 岩尾別台地上では、9月24

日に2頭 のオスシカによる鳴 き交わ し(発 情期 を

中心に増加する)が 初めて確認 されている。 した

がって、この頃か らオス間の社会的相互行動が増

加 し、放逐シカは野生のオスシカとの接触により

移動 した可能性が考えられる。

放逐時には発信機等 を装着 し、追跡調査を行 う

ことが重要であろう。 とくに救護や放逐の技術が

確立されていない種においては、その時々の方法

の成果を確認するために、欠かす ことはで きない

からである。また、米田ら(1987)も その重要性

を指摘 している、土地への再定着過程の調査にも

有用であろう。今回の急速な移動のような、生物

学的にも興味のある行動が観察される場合もある。

したがって、救護 した動物の放逐にあたっては、

発信機、それが不可能であるなら連絡先を明記 し

たイヤタグなどを装着 し、その後のモニタリング

にも努力するべきであろう。

今回は事故等は起こらなかったが、人慣れの問

題はこれから考慮されなければならない。シカに

よる人身への危害のみならず、シカ自身が交通事

故や密猟にあう可能性 も高いか らである。川辺(私

信)に よれば、十勝三股においても放逐されたシ

カが道路沿いに姿を見せ、観光客 より餌 を貰 うこ

とがあるという。このようなことは、保護され人
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慣れ したシカの宿命 と言えるのかも知れない。

保護 された野生動物が、治療や飼育の期間が長

くなることにより人慣れすることは、傷病鳥獣の

自然界への再定着を難 しくする要因の一つになっ

ている。 ワシタカ類の人工増殖では、人間の姿を

雛に見せずに飼育 し放鳥する方法が試みられてい

る(中 島,1982)。 しか し、シカのような大型哺

乳類では、飼育施設等の現状から同様の方法をと

ることは困難であ り、回復 したらで きるだけ早い

時期に放逐することや、飼育管理面で人との接触

を極力減らす工夫をすることが重要であろう。また、

症状や成長程度によって治療期間が長 くな り過度

の人慣れが避けられない場合 もあ り、そのような

時には放逐を見合わせることも必要であろう。

人慣れに以外にも、身体的な障害等により放逐

に問題が残ることもある。 また、治療期間中に伝

染病 に感染 して保菌獣 となる可能性 もあ り、この

場合 も野生個体群に対する影響を考え放逐するべ

きではない。

傷病野生鳥獣救護をなんらかの事業として行 う

場合には、上記のような放逐で きない個体をどう

取 り扱うのか、あらかじめ方針決定 をしてお く必

要があるだろう。多数持ち込まれるであろう傷病

野生鳥獣の中には、これに該当するもの も少な く

ないと予想 されるからである。放逐できない個体

については最後まで飼育を続ける、という方針を

とるのであれば、これにあわせて施設やスタッフ

を充実 させなければならない。 このことが、救護

事業を破綻させないためのカギを握 っていると思

われる。
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